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コ
ロ
ナ
禍
が
続
き
活
動
自
粛
が
続
い
て
い
ま
す
が
︑ふ
れ
あ
い
の
里
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
元
気
いっ
ぱ
い
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
︒私
た
ち
の
活
動

は
︑地
域
の
皆
さ
ん
や
医
療
課
介
護
の
専
門
職
の
方
々
に
支
え
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
︒

こ
れ
か
ら
も
地
域
の"
つ
な
が
る
"を
支
援
す
る
た
め
に
︑頑
張
り
ま
す
‼

［福生西］
避難訓練

地
域
包
括
支
援
課

ふ
れ
あ
い
の
里
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

［福米東公民館］
秋の収穫祭

［ふくよね在宅ケア連携の会］
医療介護連携の取り組み

［福生西］
後期高齢者健口機能向上支援事業

［車尾］
わがまち支え愛連絡会

［啓成］
冨士見いこいの会
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き
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
！
"
を
大
切
に
︑﹁
皆

さ
ん
に
言
葉
を
交
わ
し
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
﹂
と
の
思
い
か
ら
新
し
い
企
画
の
リ
サ
ー

チ
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
︒︵
写
真
２
︶

の
ん
び
り
サ
ロ
ン
な
ご
み

上
場
谷
集
会
所
で
月
に
1
回
︑
生
け
花
や

お
し
ゃ
べ
り
を
中
心
に
15
年
続
け
て
お
ら
れ

る
サ
ロ
ン
で
す
︒
参
加
者
の
お
一
人
が
先
生

と
な
り
お
花
を
生
け
た
り
︑
サ
ロ
ン
の
準
備

か
ら
片
付
け
ま
で
分
担
し
て
い
ま
す
︒
サ
ロ

ン
活
動
を
長
く
続
け
て
お
り
︑
気
心
の
知
れ

た
仲
間
な
ら
で
は
の
団
結
力
が
あ
り
ま
す
︒

︵
写
真
3
︶

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
︑
コ
ロ
ナ

禍
で
地
域
で
の
交
流
の
機
会
が
減
っ
て
い
る

か
ら
こ
そ
︑
サ
ロ
ン
で
仲
間
と
過
ご
す
喜
び

を
大
切
に
し
︑﹁
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
﹂

地
域
の
繋
が
り
を
更
に
強
く
太
い
も
の
と
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

【
次
回
は
富
益
地
区
で
す
︒】

福
米
東
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
５
つ

の
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
が
特
色
の

あ
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
︒
そ
の
中
の
３
サ

ロ
ン
を
紹
介
し
ま
す
︒

米
原
元
気
会

デ
イ
ハ
ウ
ス
よ
ね
は
ら
を
会
場
に
毎
週
月

曜
日
︑
体
操
を
主
に
活
動
し
て
い
る
サ
ロ
ン

で
す
︒
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
仲
間
と
顔
を

合
わ
せ
て
体
操
や
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
事
が

元
気
の
源
に
な
っ
て
い
ま
す
︒﹁
体
も
心
も

元
気
で
あ
る
事
が
何
よ
り
大
切
﹂︑﹁
仲
間
が

い
る
か
ら
続
け
ら
れ
る
﹂
と
︑
明
る
く
意
欲

的
な
仲
間
と
素
敵
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

す
︒︵
写
真
１
︶

サ
ロ
ン
紅
花

山
地
１
区
集
会
所
に
毎
月
１
回
集
ま
る
紅

花
サ
ロ
ン
は
︑
歌
︑
体
操
︑
ク
イ
ズ
︑
し
り

と
り
︑
茶
話
会
等
︑
盛
り
沢
山
の
楽
し
み
を

準
備
し
て
︑
世
話
人
も
参
加
者
も
笑
顔
一

杯
︑
会
話
一
杯
で
活
動
し
て
い
ま
す
︒"
わ

3

（写真1）元気にグ～ンとストレッチ！！

（写真2）ボール遊びで盛り上がる様子

（写真3）郷土料理、いただき作り

「楽しむことが何より大切！」と笑顔で話される地区社協・岩佐会長

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
仲
間
と
の
楽
し
み
を
大
切
に

地
区
社
協
の
活
動
紹
介
１８
〈
福
米
東
地
区
〉
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ボランティア入門講座を開催します！
ボランティア活動の心構えや市内における活動を紹
介し、ボランティアの理解と関心を高めていただくこと
を目的として開催いたします。

※新型コロナウイルス感染症の状況により、開催を中
止とする場合もあります。

【対　  象】市内に在住・在学・在勤で、次の①または②の
方を対象とします。
①これからボランティア活動を始めようと考えている方
②ボランティア活動にブランクのある方
【申込締切】定員になり次第締め切ります。

日にち

2/25
(金)

10：00
〜
11：00

時 間 内容／講師 定員 場 所

ふれあいの里
2階

ボランティア
研修室②

10
人

『ボランティア活動とは』
•ボランティアの心構え
•米子市内での活動紹介
【講師】
米子市ボランティアセンター職員

お問い合わせ・お申込み
米子市ボランティアセンター（休館日：水曜）
☎23-5455　F37-3855
※手話・要約筆記が必要な方は申込時にお伝えください。

「災害時における協力体制に関する協定」
を締結しました

令和３年10月5日に米子市、米子青年会議所と米子
市社会福祉協議会の三者で「災害時における協力体制
に関する協定」を締結しました。大規模な災害が発生し
たとき、被災地では社会福祉協議会が災害ボランティア
センターを立ち上げ被災者の生活復旧支援を行ってい
ます。この協定では災害時において、円滑な生活復旧支
援を行うための三者間での協力内容が記されていま
す。本会では今後も災害ボランティアセンター運営に伴
う体制づくりを進めていきます。

米子ファミリー・サポート・センター
からのお知らせ

お問い合わせ・お申込み
米子ファミリー・サポート・センター
☎32-0016　F32-0026

米子ファミリー・サポート・センターでは、子どもを預
けたい“依頼会員”と、主に自宅で子どもを預かる“援助
会員”を会員として組織化し、会員同士で有償にて育児
の相互援助活動を行っています。子どもの習い事への
送迎、保護者の外出時の預かりなどを希望される方
は、是非ご登録ください。

依頼会員登録説明会
【と　き】２月６日(日)

 午前10時～（40分程度）
【内　容】事業説明、登録手続きなど
【場　所】ふれあいの里２階　
【登録料】無料   【申込締切】2月２日(水)
【援助対象年齢】０歳児から小学校６年生までの児童

日曜
開催！

※通常は週２回、火曜日10時・金曜日14時から行って
おりますが、勤務等で平日出掛けられない方はぜひ
ご参加ください。
※要事前申込（当日参加は受付けません）

福祉の地域づくり自動販売機を
設置させて頂きました

就将公民館に小中学校へ「本を贈ろ
うプロジェクト」災害救援型自動販売機
を設置させて頂きましたのでご利用く
ださい。
※災害時に飲料を無料提供させて頂
きます。

まち
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「
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

米
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

永
年
在
職
団
体
役
員

梶
谷
　
　
均

村
井
　
義
行

坂
本
　
昭
伸

秋
田
真
佐
子

永
井
　
　
建

矢
倉
　
　
豊

山
本
　
邦
匡

先
灘
　
達
也

石
原
　
和
輝

松
本
　
悦
實

矢
島
　
俊
郎

吉
岡
　
　
明

矢
本
　
繁
栄

中
村
　
　
宏

縄
田
　
順
三

小
田
　
　
貢

北
村
　
　
必

吉
岡
　
美
穂

能
㔟
　
智
昭

香
田
　
　
勇

内
田
　
章
夫

中
原
恵
美
子

安
田
　
和
文

岡
野
み
ね
子

永
年
在
職
民
生
児
童
委
員

寺
井
　
里
香

遠
藤
順
一
郎

村
本
智
恵
子

永
年
在
職
施
設
団
体
職
員

内
田
　
　
澄

安
藤
　
道
恵

八
幡
　
和
子

遠
藤
　
正
和

　
今
年
度
の
﹁
米
子
市
社
会
福
祉
大
会
﹂
は
中

止
と
な
っ
た
た
め
︑
本
市
の
社
会
福
祉
に
貢
献

さ
れ
た
方
々
へ
の
表
彰
状
︑
感
謝
状
は
︑
推
薦

元
を
通
じ
て
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

　
受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
通
り
で
す
︒
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒

飯
田
　
健
一

秦
野
　
幸
栄

長
谷
川
直
美

川
上
　
晴
美

清
永
　
利
香

藤
原
　
幸
代

松
本
　
法
子

青
木
　
歩
美

林
原
久
美
子

森
尾
ひ
ろ
子

飯
田
亜
矢
子

畑
田
　
亜
美

桑
原
　
美
香

井
上
あ
ゆ
み

松
下
　
藍
子

高
塚
　
皓
子

近
藤
　
麻
美

廣
江
　
　
恵

江
藤
友
香
梨

安
田
　
匡
材

山
口
　
有
紀

田
中
　
初
美

福
田
　
順
子

山
根
　
恭
子

小
川
　
理
恵

中
村
　
安
一

小
川
三
恵
美

河
崎
　
佳
子

遠
藤
　
陽
祐

川
上
　
圭
子

安
岡
　
聡
子

平
野
　
淑
子

吉
村
　
順
子

陶
山
　
美
佳

宮
田
　
　
誠

新
　
　
恵
子

國
谷
　
信
介

高
野
　
祐
未

本
庄
　
　
研

榎
谷
真
由
美

松
本
　
竜
太

鎌
谷
　
晶
子

小
原
　
幸
照

石
原
　
由
衣

大
野
　
淑
恵

竹
下
　
篤
史

森
上
　
美
子

木
村
　
保
子

坂
田
　
聖
世

原
　
　
久
子

田
中
　
直
子

最
上
　
雅
美

藤
井
　
正
憲

米
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
感
謝
状

永
年
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

よ
な
ご
傾
聴
し
あ
わ
せ
の
会

永
年
在
職
在
宅
福
祉
員

細
田
　
治
美

西
坂
　
孝
子

中
野
　
保
子

福
景
　
順
一

太
田
　
咲
子

亀
尾
　
　
博

江
田
　
直
美

古
市
　
淑
子

高
橋
　
由
紀

石
倉
　
絹
子

伊
達
知
賀
恵

松
本
　
裕
三

広
江
　
紀
子

加
藤
真
由
美

小
林
　
博
美

佐
藤
　
幸
枝

上
田
　
恵
子

木
村
由
美
子

岡
村
　
高
子

内
田
　
理
恵

永
尾
　
郁
美

斉
藤
　
雪
枝

細
川
　
早
苗

瀬
尾
　
富
子

奥
田
美
和
子

長
榮
　
早
苗

塩
見
ハ
ル
ミ

岡
田
喜
久
恵

山
田
美
知
子

足
立
　
朱
実

山
浦
　
澄
子

又
野
富
美
子

今
城
　
雅
子

山
下
千
代
子

脇
田
　
利
恵

湯
原
久
美
子

吉
井
　
京
子

湯
原
　
幸
子

前
田
　
恒
夫

槇
原
　 

範
江

鷲
見
　
幸
子

藤
原
　
文
子

坂
本
　
幸
枝

遠
藤
真
理
子

高
橋
登
美
子

伊
塚
か
お
り

矢
末
美
智
子

西
村
　
晴
世

中
村
笑
美
子

森
田
さ
ち
子

小
谷
千
鶴
子

蓮
池
智
津
子

北
村
　
　
必

松
本
　
義
久

渡
部
智
恵
美

福
田
　
真
弓

足
立
千
栄
美

村
澤
し
の
ぶ

宮
野
　
幸
子

米
子
市
共
同
募
金
委
員
会
長
表
彰

令
和
２
年
度
目
標
額
達
成
地
区
共
同
募
金
会

啓
成
地
区
共
同
募
金
会

明
道
地
区
共
同
募
金
会

住
吉
地
区
共
同
募
金
会

河
崎
地
区
共
同
募
金
会

加
茂
地
区
共
同
募
金
会

福
米
東
地
区
共
同
募
金
会

福
米
西
地
区
共
同
募
金
会

福
生
東
地
区
共
同
募
金
会

崎
津
地
区
共
同
募
金
会

大
篠
津
地
区
共
同
募
金
会

和
田
地
区
共
同
募
金
会

富
益
地
区
共
同
募
金
会

夜
見
地
区
共
同
募
金
会

巌
地
区
共
同
募
金
会

春
日
地
区
共
同
募
金
会

五
千
石
地
区
共
同
募
金
会

大
高
地
区
共
同
募
金
会



香
典
返
し
・
玉
串
料
返
し
寄
付
（
敬
称
略
）

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

啓

成

錦

町
太
田
　
英
昭

金一封

御
母
堂

岡
本
初
子
様

錦

町
掘
江
　
順
子

十
万
円

御
義
父

章
様

博

労

町
田
口
　
真
平

金
一
封

御
母
堂

百
合
子
様

日
ノ
出
町
頼
田
　
幸
穂

一
万
円

御
母
堂

静
枝
様

冨
士
見
町
渡
辺
　
茂
子

金
一
封

御
母
堂

高
橋
定
子
様

明

道

紺

屋

町
松
田
　
総
一
郎

金
一
封

御
母
堂

満
枝
様

道

笑

町
牧
浦
　
美
佐
子

金
一
封

御
尊
父

幹
雄
様

道

笑

町
妹
原
　
仁

金
一
封

御
内
室

明
子
様

道

笑

町
岡
田
　
茂

金
一
封

御
内
室

美
恵
子
様

就

将

目
久
美
町
中
尾
　
誠
司

金
一
封

御
尊
父

亮
一
様

祇

園

町
門
脇
　
英
子

金
一
封

御
尊
父

英
雄
様

愛

宕

町
𠮷
野
　
幸
司 

金
一
封

御
尊
父

明
嗣
様

西

町
石
原
　
広
一
郎

金
一
封

御
尊
父

忠
義
様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

目
久
美
町
野
口
　
充
史

金
一
封

御
尊
父

環
様

大

工

町
松
本
　
文
夫

三
万
円

御
内
室

晴
美
様

陰

田

町
山
中
　
勝
二

五
万
円

御
養
父

三
男
之
丞
様

広
島
市
中
区
伊
藤
　
正
雄

金
一
封

御
尊
父

隆
由
様

東

町
永
見
　
吉
平

金
一
封

御
母
堂

令
子
様

加

茂

町
生
田
　
素
子

金
一
封

御
母
堂

安
達
玲
子
様

義

方

立

町
茅
野
　
真
一

金
一
封

御
尊
父

孝
一
様

立

町
田
中
　
康
之

金
一
封

御
尊
父

宏
様

角

盤

町
福
山
　
良
子

金
一
封

御
母
堂

和
子
様

旗

ヶ

崎
竹
安
　
義
雄

三
万
円

御
内
室

照
枝
様

住

吉

安

倍
小
林
　
春
子

金
一
封

御
主
人

勇
様

旗

ヶ

崎
佐
伯
　
徹

五
万
円

御
母
堂

須
磨
子
様

旗

ヶ

崎
津
田
　
か
ほ
り

金
一
封

御
尊
父

孝
𠮷 

様

旗

ヶ

崎
西
村
　
哲
一

金
一
封

御
内
室

妙
子
様

車

尾

車

尾
白
石
　
知
之

金
一
封

御
尊
父

知
美
様

車

尾
田
中
　
俊
弘

金
一
封

御
内
室

照
子
様

中

島
井
上
　
初
恵

金
一
封

御
主
人

學
様

加

茂

両

三

柳
山
口
　
弘
子

金
一
封

御
主
人

稔
様

両

三

柳
酒
井
　
昭
徳

金
一
封

御
母
堂

一
惠
様

両

三

柳
宮
木
　
恒
夫

金
一
封

御
母
堂

貞
子
様

両

三

柳
本
城
　
昇

金
一
封

御
母
堂

節
子
様

両

三

柳
梅
林
　
浩
卓

金
一
封

御
尊
父

浩
史
様

両

三

柳
三
浦
　
謙
治

金
一
封

御
尊
父

薫
様

両

三

柳
村
上
　
拓
也

金
一
封

御
祖
母

宣
子
様

両

三

柳
梅
林
　
晃

金
一
封

御
母
堂

章
子
様

河

崎

河

崎
矢
畑
　
守

金
一
封

御
尊
父

俊
雄
様

河

崎
足
定
　
仁
一

金
一
封

御
内
室

嘉
代
子
様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

河

崎
織
田
　
輝
久

金
一
封

御
母
堂

美
子
様

福

生

東

上

福

原
小
山
　
良
治

金
一
封

御
母
堂

富
美
枝
様

上

福

原
浜
田
　
善
未

金
一
封

御
主
人

聡
人
様

上

福

原
濵
田
　
典
宏

金
一
封

御
母
堂

壽
子
様

皆

生
米
田
　
誠

金
一
封

御
尊
父

潤
之
助
様

福

生

西

皆
生
温
泉
岩
﨑
　
重
利

金
一
封

御
内
室

嶋
子
様

皆

生
谷
永
　
守

金
一
封

御
母
堂

芳
枝
様

上

福

原
鶴
見
　
千
鶴
子

金
一
封

御
子
息

洋
一
様

上

福

原
山
根
　
郁
男

金
一
封

御
尊
父

規
泰
様

福

米

東

東

福

原
木
村
　
洋
子

三
万
円

御
主
人

秀
一
朗
様

福

米

西

新

開
本
多
　
順
子

金
一
封

御
主
人

和
雄
様

西

福

原
豊
田
　
雄
一
郎

金
一
封

御
尊
父

大
三
郎
様

西

福

原
渡
邉
　
宏
信

十
万
円

御
尊
父

俊
一
様

西

福

原
大
東
　
信
輝

金
一
封

御
母
堂

亀
子
様

彦

名

彦

名

町
山
田
　
智
笑

金
一
封

御
母
堂

松
本
仁
美
様

彦

名

町
戸
田
　
恵
美
子

金
一
封

御
母
堂
内
田
千
惠
子
様

彦
名
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

四
万
五
千
円

崎

津

大

崎
渡
部
　
龍
也

金
一
封

御
子
息

淳
様

大

崎
山
田
　
一
美

三
万
円

御
母
堂

水
田
陽
子
様

大

崎
小
笹
　
新
吾

金
一
封

御
尊
父

千
一
様

大

篠

津

大
篠
津
町
本
池
　
弘
昭

金
一
封

御
尊
父

郁
夫
様

住
所

氏
　
名

金
額

蚊

屋

髙
橋
　
正
憲

金
一
封

一
般
寄
付
（
敬
称
略
）

住
所

氏
　
名

金
額

両

三

柳

米
子
ケ
ヤ
キ
通
り
振
興
会

九
四
、七
七
九
円

交
通
遺
児
基
金

社
会
福
祉
事
業
推
進
の
た
め

善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
令
和
3
年
9
月
1
日
～

令
和
3
年
11
月
30
日
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住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

和

田

和

田

町
村
井
　
義
行

金
一
封

御
母
堂

か
つ
子
様

和

田

町
⻆
　

洋

金
一
封

御
尊
父

和
幸
様

和

田

町
井
田
　
透

金
一
封

御
尊
父

一
郎
様

富

益

富

益

町
村
上
　
成
人

金
一
封

御
母
堂

谷
口
幹
枝
様

成

実

古

市
牧
野
　
雄
二

金
一
封

御
母
堂

美
恵
子
様

吉

谷
益
尾
　
慎
一

金
一
封

御
尊
父

秀
徳
様

美

吉
比
企
　
順

金
一
封

御
母
堂

操
様

日

原
幡
原
　
勉

金
一
封

御
内
室

文
子
様

新

山
上
野
　
和
美

金
一
封

御
母
堂

由
子
様

尚

徳

佐

陀
生
田
　
栄
邦

金
一
封

御
令
兄

裕
宣
様

永

江

永

江
田
中
　
早
苗

金
一
封

御
主
人

時
寛
様

五

千

石

八

幡
野
口
　
ふ
み
え

金
一
封

御
主
人

勉
様

福

市
多
田
　
貴
雄

金
一
封

御
尊
父

信
男
様

福

市
持
田
　
一
恵

金
一
封

御
主
人

章
史
様

諏

訪
建
井
　
昭
人

金
一
封

御
尊
父

啓
男
様

巌

今

在

家
松
村
　
克
訓

金
一
封

御
尊
父

昭
男
様

熊

党
山
住
　
文
吾

金
一
封

御
母
堂

千
代
子
様

浦

津
坂
隠
　
ま
ゆ
み

金
一
封

御
主
人

哲
行
様

春

日

下

新

印
種
子
　
康
秀

金
一
封

御
子
息

侑
弥
様

赤

井

手
安
藤
　
美
津
子

金
一
封

御
母
堂

さ
よ
子
様

上

新

印
野
口
　
敏
行

金
一
封

御
尊
父

照
夫
様

水

浜
下
原
　
隆
文

金
一
封

御
尊
父

一
夫
様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

古

豊

千
渡
邉
　
昭
夫

金
一
封

御
母
堂

千
代
枝
様

大

高

尾

高
竹
田
　
敏
之

金
一
封

御
義
母

公
子
様

尾

高
高
橋
　
光
紀

金
一
封

御
祖
母

滿
津
枝
様

岡

成
舩
澤
　
博
志

金
一
封

御
尊
父

博
明
様

尾

高
杉
本
　
清
美

金
一
封

御
母
堂

富
栄
様

尾

高
後
藤
　
充
司

金
一
封

御
母
堂

末
子
様

尾

高
渡
邊
　
實
子

金
一
封

御
母
堂
田
中
ゆ
き
子
様

尾

高
安
田
　
篤

金
一
封

御
尊
父

源
一
様

県

河

岡
金
田
　
慎
一

金
一
封

御
尊
父

穎
明
様

福

万
梅
林
　
一
夫

金
一
封

御
母
堂

美
惠
子
様

福

万
中
曽
　
生

金
一
封

御
母
堂

千
勢
子
様

河

岡
干
村
　
修
子

金
一
封

御
母
堂
渡
部
ヒ
サ
子
様

淀

江

淀

江
花
岡
　
均

金
一
封

御
母
堂

照
香
様

淀

江
山
根
　
成
之

金
一
封

御
尊
父

弘
嗣
様

西

原
吉
岡
　
正
博

金
一
封

御
母
堂

茂
子
様

西

原
齊
藤
　
恵
実
江

金
一
封

御
主
人

勝
彦
様

淀

江
生
田
　
文
雄

金
一
封

御
尊
父

仁
様

西

原
金
森
　
達
也

金
一
封

御
母
堂

森
田
祝
代
様

淀

江
小
林
　
誠
一

金
一
封

御
母
堂

ト
ミ
ヱ
様

西

原
村
岡
　
隆
史

金
一
封

御
尊
父

正
敏
様

西

原
八
幡
　
英
雄

金
一
封

御
母
堂

益
子
様

西

原
中
西
　
隆
志

金
一
封

御
尊
父

幹
夫
様

今

津
大
下
　
雅
史

金
一
封

御
母
堂

里
惠
子
様

西

原
石
原
　
正
信

金
一
封

御
母
堂

ナ
ツ
ヨ
様

宇

田

川

高

井

谷
森
田
　
栄

金
一
封

御
母
堂

由
貴
子
様

福

岡
山
根
　
正
敬

金
一
封

御
尊
父

登
亀
雄
様

平

岡
山
根
　
一
典

金
一
封

御
母
堂

花
子
様

○
寄
付
金
額
等
の
記
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、寄
付
者
ご
本
人
の
意
志

に
よ
る
も
の
で
す
。

○
本
会
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、所
得
税
、市・県
民
税
の

寄
付
金
控
除・税
額
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

Special Thanks 住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

大

和

中

間
野
坂
　
佳
久

金
一
封

御
尊
父

弘
様

佐

陀
長
谷
川
　
洋
一
郎

金
一
封

御
尊
父

明
洋
様

小

波
八
幡
　
喜
美
子

金
一
封

御
主
人

太
郎
様

佐

陀
長
谷
川
　
洋
一
郎

金
一
封

御
祖
母

栄
子
様

米
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

寄
付
金
、賛
助
会
費
は「
所
得
税
控
除
」の

対
象
に
な
り
ま
す
。

　米
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
地
域
福
祉
を

推
進
す
る
た
め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
H
P
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

所
得
税
控
除
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

所
得
税
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
確
定
申
告
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
寄
付
金・賛
助
会
費
の
領
収
書

●
税
額
控
除
の
証
明
書（
税
額
控
除
を
受
け
る
場
合
）

※
税
額
控
除
の
証
明
書
の
写
し
は
H
P
か
ら
印
刷
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

確定申告に
必要な
添付書類 あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

11
月
15
日
に「
米
子
ケ
ヤ
キ

通
り
振
興
会
」様
よ
り「
米
子

ケ
ヤ
キ
通
り
親
睦
チ
ャ
リ
テ
ィ

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」チ
ャ
リ
テ
ィ
募

金
と
し
て
九
四
、七
七
九
円
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
寄
付
は
交
通
遺
児
の
福

祉
の
向
上
を
図
る
た
め
に
交

通
遺
児
激
励
金
と
し
て
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

11/16付 日本海新聞

7



皆様のご意見・ご感想を
お聞かせください。 0859‐23‐54950859‐23‐5490

furesato@chukai.ne.jp はじめ
ました

令和4年の幕開けにあたり皆様にはご健
勝で新しい年をお迎えのことと心からお喜
び申し上げます。
日頃より米子市社会福祉協議会に対しま

して格別のご支援、ご協力を賜り厚くお礼
申し上げます。

さて、日本における８５歳以上の高齢者数は2020年の520
万人から2035年には1000万人を超えるとされています。
このような超高齢社会に備えて、政府は「地域包括ケアシ
ステム」を導入して誰もが住み慣れた生活圏で安心して暮ら

せる社会の実現を目指しています。
それには「自助・共助・公助」に「互助」を加えた社会意識の
転換が必要となります。戦後の日本社会では大家族から核家
族へと移行し、個人を重視する流れの中でそれまで家族や地
域が当然の役割として担っていた「互助=助けあい」の意識
が薄れてきました。その中で包括支援センターや在宅福祉員
等が整えられましたが、今年は更に重層的支援の強化を図り
「総合相談窓口」の設置等、地域共生社会の充実を進める年
となります。
本会におきましても米子市と協働して福祉事業の推進に
職員一同取組んで参ります。今後とも皆様のご支援ご協力
をお願い申し上げてご挨拶といたします。

会長 新年のご挨拶

医療法人 養和会
米子市上後藤3-5-1

よ
な
ご
社
協
だ
よ
り

1
6
5
令
和
4
年
1
月
1
日
発
行

発
行
／
米
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
　〒
6
8
3‐0
8
1
1 

米
子
市
錦
町
1
丁
目
1
3
9‐3「
ふ
れ
あ
い
の
里
」内
　Tel
0
8
5
9‐2
3‐5
4
9
0
　Fax
0
8
5
9‐2
3‐5
4
9
5

印
刷
／
合
同
印
刷
株
式
会
社 

米
子
市
和
田
町
2
0
0
5‐2
　Tel
0
8
5
9‐2
5‐1
1
6
1
　Fax
0
8
5
9‐2
5‐1
2
3
2

Vol.

医療法人養和会は、昭和 5年 8月に初代院長廣江和一が米
子市上後藤に山陰初の精神科病院である「米子脳病院」（現：
養和病院）を開院したことから始まりました。そして、昭和 26
年 7月に医療法人養和会を創立し、令和 2年に病院開院 90
周年、令和 3年には法人創立 70周年を迎えることができまし
た。
私たち養和会では、医療・介護・福祉サービスを中心とし、
多職種が協働して、メンタル・認知症・フィジカルの 3つのリ
ハビリテーションを行い、「心と体のリハビリテーション」を提
供し、地域に貢献することを使命としてきました。また現在で
は、疾病予防運動施設として、メディカルフィットネスセンター
CHAXを運営し、地域の「子ども・障がい者・高齢者」の方々
が運動を通じて共に集える場も提供しています。
今後も賛助会員として、医療・介護・福祉サービスに従事す

る多くの専門職種とともに地域福祉活動に積極的に取り組んで
いきたいと考えています。

賛助会員加入ご協力のお願い
　賛助会費は、社会福祉活動を行うための貴
重な財源となっております。米子市社会福祉協
議会の地域福祉活動を財源面から支援、協力
して下さる方を募集しております。

広告掲載について
配 布 先

自治会加入世帯・賛助会員企業・市内小中学校・
市内公民館・市役所窓口・ホープタウン・県内の
社会福祉協議会

発行枚数 46,000部

金　　額 1枠（9cm×5cm） 10,000円

社会福祉法人 大徳会

お問い合わせ・お申込み

tel.0859（54）2438 西伯郡大山町大塚717番地

軽費老人ホーム
入所のご案内 お食事・お風呂つき高齢者住宅

玉真園
ぎょく しん えん

月額基本利用料金
年収150万円以下の場合

6.3 ～万円 ●定員80名（小居室72室・大居室6室）
●全室個室　●頭金・礼金・敷金不要

賛助会員ご紹介

養和会はご利用者の幸せ・地域の幸せ・
職員の幸せを追求します。

●軽費老人ホーム 玉真園

新しい賛助会員（法人・団体）を紹介します。


